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令和５年度 舟形町事業紹介♪の

ふながた楽々あったか100歳住宅建築補助金事業（事業費5,000千円）

　めがみちゃんは今日も舟形町のために大忙し。このページでは令和５年度　に第７次総合発展計画の４年目として舟形町で取組む

事業について、いくつかピックアップして、役場の人たちに聞いてきたもの　を紹介してくれるそうです。

１つ目
　の注目事業

～こんな事業です～

主査　八鍬　幸仁

　夏は暑く冬は寒い山形県でも、快適に１００歳まで元気に過ごせる断熱・気密性能の高

い家づくりを「舟形町ゼロカーボンシティ宣言」の一環として、町独自で支援していき

ます。

　家の中の熱は外気に接する窓や壁などから逃げていきます。断熱性能を上げること

は、住まいを快適にするとともに、省エネによる二酸化炭素の削減効果や光熱費の削

減効果が期待できます。

　ずっと舟形町に住んで欲しいという想いと、１００歳まで元気で快適に過ごして欲

しいという想いがこもった事業です。新築やリフォームの際にぜひご活用ください。

▼問い合わせ／舟形町地域整備課建設企画係　☎（32）0915

①やまがた省エネ健康住宅
　・対　　象　やまがた省エネ健康住宅認定証
　　　　　　　の交付を受けた住宅
　・補　助　額　１棟につき50万円
　・必要書類　やまがた省エネ健康住宅認定証

②ふながた高断熱住宅
・対　　象　トリプルガラス＋高性能断熱材による断熱住宅
・補　助　率　断熱施工に要した経費の２/３
・上　限　額　新築100万円、リフォーム30万円
・必要書類　使用した部材の出荷証明書､工事中写真 等

東北農林専門職大学総合プロジェクト事業（事業費79,460千円）２つ目
　の注目事業

▼問い合わせ／舟形町農業振興課　☎（32）0947

伴走型相談支援及び出産･子育て応援交付金事業（事業費2,000千円）３つ目
　の注目事業

～こんな事業です～

課長補佐
原田　真由美

　妊婦さんと子育てを行う家庭が安心して出産・子育てができるように、妊娠期から出

産、子育てまで一貫して身近で相談に応じ、必要な支援につなぐ伴走型の相談支援の充

実と経済的支援を一体的に行います。

　妊娠・出産は、女性にとって人生の一大イベントです。うれしさや楽しみだけでな

く、さまざまな不安も伴います。また子育ても家族で力を合わせ、試行錯誤しながら

の日々になります。町保健師は、安心して出産・子育てができるよう身近な相談相手

として寄添い、各種事業を紹介し、また子育て支援センターや助産師・保育園、病院

と連携して支援していきます。

▼問い合わせ／舟形町健康福祉課地域保健係　☎（32）0810

こんな支援をしています
・両親学級
・産後ケア
・子育て支援センター事業

〇経済的支援の内容〇事業詳細

・民間アパート誘致による住環境整備
・学生のアパート入居に向けた支援
・アパートから学校までの交通手段の検討
・農業アルバイトとのマッチング支援

・学生の将来的な新規就農に向けた支援
・学生が行うまちづくり活動への支援
・休日の学生の憩いの場づくり　など

〇事業詳細 〇地域づくりに関する各種補助金 〇町内会ワークショップの開催

　出産育児関連用品の購入や各種サービスの利用負担
軽減のため、妊娠届出時に５万円、出生届出時に５万
円の経済的支援を行います。

住民主体の地域づくり事業（事業費11,912千円）４つ目
　の注目事業

～こんな事業です～

主査　石川　忍

　今年度は５ヵ年計画の「町内会びじょん」の最終年度となっています。今期の振返

りと次の５ヵ年に向けたびじょん作りのため、研修会や町内会ごとのワークショップ

を開催します。町内会のみなさんと町職員が一緒に、地域の“いま”を見つめ、“こ

れから”を考える話合いの場です。この機会に、地域づくりについて一緒に考えてみ

ませんか。

▼問い合わせ／
　舟形町まちづくり課地域支援係
　☎（32）0104

・地域づくり総合支援事業費補助金（上限10万円）
・地域協働環境整備事業費補助金（上限20万円 補助率8/10）
・地域支え合い除排雪活動支援事業交付金（上限5万円）
・地域運営組織運営事業費補助金（上限50万円）

　地域の特性を生かしながら地域住民が主体となって行う地域活動を支援します。ワー

クショップなどの話合いを行い、地域の課題を地域と行政が共有し、解決に向けた活動を

互いに連携して行い、協働のまちづくりによる地域づくりを進めていきます。

～こんな事業です～

主事　菅　尚徹

担当者より
担当者より

担当者よりプロジェクトメンバーより

　学生や職員のみなさんが住む民間アパートの誘致を進めています。アパートに住む

学生は町外の方で、本町では数少ないＩターン者が中心となります。外からの視点や

若者の視点から地域を見渡すことで、地域課題解決に向けた糸口がつかめると期待し

ています。地域と学生がともに有益な事業になるよう努めていきます。

　新庄・最上管内では初の４年制大学「山形県立東北農林専門職大学」が令和６年４月

に開校します。大学生や職員のみなさんが舟形町に住み、共に活動をすることで、地域

課題の解決に向けたプロジェクトを展開します。


